










































腫瘍マーカー CA125 （≦35） 46.5 U/ml ↑，CA19-
9 （≦ 36）150 U/ml ↑，CEA （≦ 5.0）0.6 ng/ml，
































後 3 日目に退院となった．術後 15 日目で月経発来












































































図２　骨盤部 MRI（T2強調矢状断）（ 左）術前、右）術1ヶ月後 ） 図３　KUB，DIP
図４　手術時経腟超音波































































































報告者 報告年 家族内集積の内容 推定される遺伝様式
McIlroy DL,
et al. 1930 同一家族内の３姉妹 劣性遺伝
Usta IM,





Lim,et al. 2003 同一家族内の２姉妹 劣性遺伝
表１ 処女膜閉鎖症の家族内集積例








症例 報告者 報告年 掲載誌 症例 報告者 報告年 掲載誌 症例 報告者 報告年 掲載誌 症例 報告者 報告年 掲載誌 
1 樋口 正士 1968  臨泌  51 高橋 直樹 1993 
青森臨産婦    
医会誌 
98 畑澤 千秋 2004 日小児会誌 143 荻田 房子 2012 耳原病院報 
2 八田 栄造 1971 日泌会誌 52 竹内 薫 1993 臨婦産 99 松橋 一彦 2004 日小児会誌 144 佐藤 亘 2012 秋田産婦会誌 
3 田村 瑞穂 1972 臨泌 53 荒井 孝一 1994 
青森自治体   
医会誌 
100 三浦 紫保 2004 茨城臨医誌 145 堀口 祥 2012 新発田病医誌 
4 田尻 葵矩夫 1976 日泌会誌 54 正田 滋信 1994 産婦の実際 101 司馬 正浩 2004 産婦の実際 146 小田 理沙子 2012 千葉産婦会誌 
5 永田 一夫 1976  臨泌  55 田村 充利 1994 産婦の実際 102 浅井 牧子 2004 神奈川医会誌 147 犬尾 千聡 2012 
日小児救急    
医会誌 
6 井上 薫 1977 産婦の進歩 56 大本 裕之 1994 社保広島     
病医誌 
103 川口 哲夫 2005 医学検査  148 一色 史枝 2013 日小児会誌 
7 鈴木 博子 1978 臨床看護 57 梶野 真弓 1994 臨小児医 104 石原 剛 2005 三豊総合病誌 149 津崎 恒明 2013 八鹿病誌 
8 橋下 俊朗 1980 
日産婦中国    
四国会誌  
58 土屋 宏 1994 医療  105 三浦 史晴 2005 
日産婦東北   
連会誌 
150〜152 池田 伴衣 2013 思春期学 
9 小川 富雄 1982 外科 59 神鳥 理子 1995 小児臨 106 埜口 亮輔 2006 
日小児       
放線会誌  
153,154 真田 和哉 2013 日小児会誌 
10 広井 正彦 1982 産婦の世界 60 石田 武之 1995 臨泌 107 原 郁子 2006 交通医  155 田川 雅子 2013 日小児会誌 
11,12 小池 弘幸 1983 宮崎医師会誌 61 藤原 道久 1996 
日産婦中国   
四国会誌  
108 埜口 亮輔 2006 
日小児       
放線会誌 
156 高橋 良彰 2013 日小外会誌 
13〜16 松尾 建志 1983 
日産婦埼玉    
会誌 62 須藤 ちず子 1996 岩手病医会誌 109 丸山 綾 2006 
日産婦東京   
会誌 157 眞山 学徳 2013 超音波医 
17 村上 弘一 1983 日不妊会誌 63 滝花 義男 1996 泌外 110 濱田 徹 2006 臨外 158 大柴 麻奈 2014 
日産婦関東     
連会誌  
18 太田 淳 1984 日小外会誌 64 藤原 道久 1996 
日産婦中国   
四国会誌   
111 生野 寿史 2007 産と婦 159 金 善惠 2014 
日産婦関東     
連会誌  
19 若林 昭 1984 日泌会誌 65 土居 治 1997 日小外会誌  112 陳 日華 2007 産婦の進歩  160〜162 錬石 和明 2014 
日産婦関東    
連会誌  
20 西村 一雅 1985 映像情報Med 66〜68 小泉 雄一郎 1998 茨城臨医誌 113 野々村 和男 2007 日小児会誌 163 佐藤 真美 2014 超音波検技  
21 白勢 克彦 1985 日泌会誌 69 高橋 令子 1998 日小児会誌 114 田中 和彦 2007 
日小児科      
医会報 
164 渋谷 彰良 2014 泌外  
22,23 西岡 伯 1986 西日泌  70 森 俊彦 1998 小児科 115 大久保 美那 2008 
日産婦熊本   
会誌 
165 竹原 功 2014 山形病院誌 
24,25 田中 宏樹 1986 日泌会誌 71 森 俊彦 1998 小児科 116 種市 尋宙 2008 小児臨  166〜168 永田 智子 2014 思春期学 
26 北村 好章 1987 日消誌 72 小田切 範晃 1998 
磐城共立     
病医報 
117 種市 尋宙 2008 小児臨 169 石川 真由美 2014 小児科 
27,28 竹下 茂樹 1987 
日産婦東京     
会誌 73 松本 勇太郎 1999 日小外会誌  118 小倉 薫 2008 日小外会誌 170 鈴木 美華子 2015 越谷病年報 
29 川崎 千尋 1988 日泌会誌 74 堤 明裕 1999 産婦の進歩  119 西郷 謙二郎 2008 日小外会誌 171 Makiko Koyama 2015 
J Obstet 
Gynaecol Res 
30,31 玉本 文彦 1988 臨放 75 藤山 敏行 1999 日小外会誌  120 永井 秀之 2009 小児科臨床 172 西村 博昭 2015 西日泌 
32 片山 孔一 1989 泌紀 76〜78 鈴木 孝浩 1999 釧路病医誌 121 那須 良次 2009  臨泌  173 谷口 肇 2015 宮崎医師会誌 
33 小泉 正弘 1989 茨城臨医誌 79 和泉 美奈 1999 日大医誌 122 加藤  春雄 2009 
Kitakanto   
Med J 
174 小野 朱美 2015 小児科 
34 岡本 一 1990 茨城臨医誌 80,81 河原 伸明 2001 日赤医 123 朽名 悟 2009 日小児会誌 175 新田 ひとみ 2015 日小児会誌 
35 草刈 万寿夫 1990 産と婦 82 宮坂 牧宏 2001 
日産婦埼玉   
会誌 
124 浅井 陽 2010 日小外会誌 176,177 原口 英里奈 2015 熊本産婦会誌 
36 大東 貴志 1990 泌紀 83 浅部 浩史 2002 日臨外会誌  125 山本 恭平 2010 日小児会誌 178 大林 樹真 2015 日小外会誌 
37 幾石 泰雄 1990 小児内科 84 平野 鉄也 2002 治療 126,127 岸川 友佳 2010 日小児会誌 179 竹内 智明 2016 超音波検技  
38 岡本 一 1990 茨城臨医誌 85 米倉 順孝 2002 日小児会誌 128 石田 武之 2010 泌紀 180 島田 隼人 2016 泌外 
39,40 田中 昭一 1990 思春期学 86 大内 秀紀 2002 泌外 129 武居 和佳子 2010 愛仁会医研誌 181 Hajime Ota 2017 日産婦会誌 
41 柴田 徹 1990 日本医放会誌 87,88 後藤 隆文 2002 小児内科 130,131 北本 晃一 2010 
日小児救急   
医会誌 
182 宮本 育静 2017  日小児会誌 
42 小松 あかね 1990 
日産婦関東     
連会報 
89 富田 剛治 2002 小児外科 132 若尾 純子 2011 日小外会誌 183 藤井 泰普 2017 泌紀 
43 蓮尾 研二 1991 西日泌  90 三木 之美 2003 医学検査  133 厚木 右介 2011 
日産婦関東   
連会誌  
184 自験例 2018 
高知赤十字    
病医誌  
44 島 純子 1991 小児科 91 志賀 淑之 2003 日泌会誌 134 深澤 喜直 2011 山梨産婦会誌 
45,46 藤下 晃 1992 産と婦  92 楯 真一 2004 産と婦 135 林 千晶 2011 香川産婦誌 
47 渡部 秀樹 1992 
日産婦埼玉    
会誌 
93 山本 雅司 2004 泌紀 136 井本 勝治 2011 
日腹部救急   
医会誌 
48 宗田 聰 1992 思春期学 94 脇田 勝次 2004 
高山赤十字   
病紀 137〜140 藤本 剛史 2012 産婦手術 
49 家原 知子 1993 小児科 95,96 夏目 博宗 2004 思春期学 141 小林 弘典 2012 日小児会誌 
50 坂本  修 1993 小児診療 97 山崎 直樹 2004 超音波検技  142 佐々木 剛 2012 日小児会誌 
表２　本邦で思春期に発症した処女膜閉鎖症184報告例
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55処女膜閉鎖症と文献的考察
Imperforate hymen: a case report and  
review of the 184 Japanese cases
Yohei Takahashi1, Yu Tanaka1, Yuka Kai1, Koki Hirano1,
Kimiko Nakatani2, Satoshi Ito2
1) Department of Obstetrics and Gynecology, Kochi Red Cross Hospital, Kochi, Japan
2) Department of Radiology, Kochi Red Cross Hospital, Kochi, Japan
Abstract: Imperforate hymen is known as a relatively rare disease of congenital malformation of 
urogenital sinus. A 11-year-old girl who had not experienced menarche was referred to our hospital, 
because of an episode of continuous lower abdominal pain. Hematometra was diagnosed by MRI. Absence 
of the vaginal orifice was noticed at the surgical operation, and the hymen was broken through. The 
pooled blood was drained and the hymen was repaired with suture. On follow up this case resumed 
the recovery of genital organ formation and menstruation. We report this case and review of the 184 
Japanese cases. 
Keywords: imperforate hymen, hematocolpos, menstrual molimina, abdominal pain, adolescence
Address for correspondence
Yohei Takahashi, M.D.





56 高知赤十字病院医学雑誌　第 2 2 巻　第 1 号　2 0 1 7 年
